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1.はじめに
本稿は2006年秋学期に早稲田大学日本語教育研究センタ-の日本語聴解6クラスに
日本語実践研究(13)の一環として筆者が参加し､そこで観察された学習者の推測力を育
成するために行われている教師の問いかけについて考察を行ったものである｡吉岡教授
の担当する実践(13)では院生は教材となるニュース選び､授業で使用するワークシ-
トなどの作成ならびに応用練習を担当する｡授業中には吉岡教授(以下教師とする)の
授業の様子､学習者の様子を観察する時間も与えられる｡本稿はその授業観察時に筆者
が抱いた問題意識を出発点とし､それについて分析と考察を行った｡
2.聴解6における目標と問題意識
この聴解6クラスにおける目標は次の3点であるI o
1)中上級語桑の習得(講義などで使用される書き言葉)
2)短い講義･講演などの要旨把握
3)未知の語の推測
この聴解6では実際にテレビで放送されているニュ-スを教材として使用しており､
授業構成は全体視聴と部分視聴と呼ばれる2つのパ-トがある.まず､概要把握を目的
としてニュース全体を1回通して見る全体視聴､次に正確な聴取を目的とし､一文ずつ
切って視聴し､語句の正確な理解を行う部分視聴である｡この部分視聴の際に教師から
語桑や表現の説明が行われるのだが､その部分にこの授業の目標を達成させるためのポ
イントが最も集中していると筆者は捉えた｡そして､それには教師の問いかけによる働
きが大きく関係していると考えた｡
そこで本稿では筆者が最も興味をもった目標の3)未知の語の推測について取り上げ
たい｡指導案の部分視聴の欄には､留意事項として｢わからない語桑は推測させる｣ ｢推
測力養成のため､新出語費は文脈から意味を推測してもらうようにする｣ ｢わからない
語句をすぐに教えないで､推測させる｣とあり､学習者に推測させることを重要視して
いる｡では､それらは実際､授業の中では一体どのように実現されているのだろうかO
l実践(13)で配布された聴解6のか｣キュラムより抜粋｡
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学習者に未知の語を推測させるために､授業中にどのようなことがなされているのかを
教師の発話に注目し､具体例を探るために観察を試みた｡そうすることにより､推測力
を育成する方法が形となって見えてくると考えた｡
3.目的と資料収集
本稿の目的は2つである｡まず､聴解6の授業中に観察された学習者の推測を促して
いる教師の問いかけの具体例を整理し､次にそれをもとに学習者の推測力を育成させる
問いかけとは何か考察することである｡そのため､まずは授業中の教師の発話を録音し､
文字化した資料の分析を行った｡録音した授業は2006年12月11日､ 18日､ 2007年1
月15日の3回分であり､録音時に教材として扱われたニュース2　は､次の2つである.
･首都圏ネットワーク10月11日放送｢医師不足｣
･首都圏ネットワーク11月20日放送｢子育て　問われる夫婦関係｣
なお､ここでの文字化は､教師と学習者が何を発話したかがわかる程度を基準とし､
簡略化している｡ Tは教師､学習者はすべて統一してSで表している｡異なる学習者が
発話している場合には､Sl､S2と数字を用いて異なる学習者であることを表した｡( )
は非言語的な行動を表し､ ( )はその前の言葉の音声的特徴を表している｡
4.観察された例
観察した結果､ 7つの例が観察された｡以下､その問いかけが観察された部分をあげ
て説明する｡該当箇所は太字の下線で記している｡
[例1 ]関連情報に注目させて推測させる
T :余裕がない､これミカさんのことね｡それから?
Sl :ゴサイ(平板型で発音) -娘がいる｡
T :ああ誰も言わなかったなあ(笑い) 5歳の娘がいます｡ミカさんは｢ゴサイ(平板
型)｣ですか?ミカさんは｢ゴサイ(平板型)｣と言っていいいかな? ｢五歳｣ ｢後
妻｣､これは意味が違う｡ ｢後妻｣って何か分かる?いつも言ってるよね漢字考えよ
うって｡ ｢サイ｣はどんな漢字?
S2:国際の際
とし
S3:年
T :あー､もっとない?結婚してんだよO
em
S4:塞
T :妻でしょう｡じゃあ｢ゴ｣は?
WE
S5:後
2これらのニュースの内容については資料1, 2のスクリプトを参照のことo
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T :そう､後｡意味わかるね(黒板に漢字を書く)｡後妻っていうのは意味わかる?
S5 :うんうんは頁きながら)
T : 2人目の奥さんね｡ミカさんは｢ゴサイ(平板型)｣といったから､ええっ?と思
ったんだけど､どうも娘と言ったから5歳の娘かと思った｡
[例1]では､学習者がアクセントを間違え､正しくは｢5歳(頭高型)｣を｢後妻(辛
板型)｣と発音してしまい意味が暖味になってしまった｡そこで教師は｢ゴサイ｣の漢
字の確認を行うが､その際､ ｢結婚してんだよ｣というニュースに出てきた人物(ミカ
さん)の情報を確認として与えることで学習者は｢妻｣という字を考え当てた｡このよ
うに､場面や文脈の関連性から推測する方法を学習者に暗示的に示している例であるO
[例2]意味から未知の語を推測する
T :簡単に言うと?ストレスの原因は?
Sl :仕事やめた｡
T :仕事をやめたこと｡
(ニュース音声)
T :はい｡どうぞ｡
S2:外資系の仕事をやめたこと､子育てして-も?仕事のこと､考える?ことを考え-
る｡
T :意味自分で考えて｡していても､仕事のことが?どうなの?
S2:ん-､今も考えている｡
T :そうよ､そういうことでしょう｡正しい｡今のでいいんだよ｡でもちょっと新しい
言葉があるからそこを確認しましょうO
(ニュース音声)
T ‥さっきのあなたの言った意味は正しい｡だけどある言葉をつかいましたo仕事への
inいがL.)
S2 :断ち切れませんでした｡
T :断ち切れません.辞書形は何?
S2:断ち切る｡
はじめ学習者S2は｢断ち切れない｣が聞き取れていない｡しかし､前後の文脈から
意味は理解できているらしく､正しくは｢仕事への思いが断ち切れない｣を｢仕事のこ
とを今も考えている｣と言い換えて表現しているO意味は理解できているけれども､そ
の意味を表していた日本語が何なのか､使われていた日本語はわからなかったようだo
そこで､教師は｢意味は正しいがニュースではある言葉を使っている｣と伝え､それが
何なのか聞いてみるよう促している｡学習者S2は意味は理解できているので｢その意
味を表す日本語はなんだろう｣ ｢日本語で何と言っているんだろう｣と考えながら聞き
取ろうとしているのではないだろうか｡このように胸2日ま､意味から未知の語を推測
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するというトップダウン式の例である｡
[例3]意味を言い換えて説明し推測を促す
T :家族全部みんなでという意味ね｡地域ぐるみで動詞はなんていった?
Sl:戦う｡
T :戦うじゃない｡立ち上がるの前､大変大きな問題があるとそれを解決しようとする
こと｡
(ニュース音声)
T :発音､なんて言った?
S2:丑選o
T :打開､そうそうそう｡漢字は何だろう｡
S3 : (事で打って開ける動作をしてみせる)
T :打つに開ける(黒板に書く).地域ぐるみで打開するねO
学習者Slは｢打開｣を｢戦う｣と答えている｡それを受け教師は先に｢打開する｣
ことを｢大変大きな問題があるとそれを解決しようとすること｣と別の言葉で言い換え
て説明し､先の[例2]と同様､意味に注意を向けさせることで｢打開する｣という言
葉を推測させている｡
[例4]文脈から意味を推測させる
T : 3人が引き上げる｡引き上げる意味は分かりますか?辞書を3見ないで考えよう考
主よ旦O　引き上げるは何と何がいっしょになった言葉?
S巨引くと上げる｡
T :引くと上げるがひとつになったら引き上げるでしょ｡
引くはこうでしょ｡上げるはこうでしょ(手で引いてあげる動作をしてみせる)とい
うことは意味は?下から､下にいるものを上げるという意味｡この場合は?何を?
何から?何を何からどこに引き上げるの?
S2 :医者を地方病院から大学病院に引き上げる｡
T :というこ とはどっちが上にある?
S3 :大学病院｡
T :大学病院があって､それを地方の病院に派遣をしている(黒板に書きながら)それ
を今度は帰りなさいといって戻す｡これはこっちの方が上にあるという考えからで
しょう｡他の例を考えてみなさい､例えば｢留学生が引き上げた｡｣どこへ?
S4 :もともとの学校へ｡
T :もともとの学校?留学生が引き上げてしまった｡だから今いなくなったというのは
帰国するという意味｡という言い方もできるわけ｡辞書を引かなくてもできたでし
3 ｢辞書を｣は教師の発話の内容をわかりやすくするために筆者が書き加えたものである｡
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よう?そういう風に考えていこう｡
はじめ学習者の中には｢引き上げる｣という言葉は知っていても､この文脈の中でど
のような意味で使われているのかが分からない者もいた｡この場合の｢引き上げる｣は
｢派遣先の病院からもとの所属場所である大学病院に戻る｣という意味で使われている｡
複数の意味を持つ多義語の場合､学習者にはその文脈から適した意味を選ぶ力が必要と
なるが､この例封では前後の文脈や場面情報から意味を考えて選ぶ方法を教えている｡
教師が｢この場合は?何を?何から?何を何からどこに引き上げるの?｣と問いかける
ことで､学習者が情報を整理し､意味の推測をしやすくすることに役立っているのでは
ないだろうかOまた､辞書に頼りがちな学習者に対して､辞書に頼らずに自力で推測し
ていく考え方を示した例でもある｡
[例5]音を手がかりに未知の語を推測する
T :ミカさんが疲れた｡子育てに疲れた｡で､それで飛び出したというふうに関係する
わけね｡他の人はどう?新しいのある?言いたいことない?
Sl:うつびょう?
T :うつ病､おお｡誰が?
SI:5#｣A,c
T :へえーそやや驚いて‡うつ病｡それ何の意味か分かる?
Sl :わからないけど-｡
S2:わかる｡イライラしていてちょっと家もめちゃくちゃにして､何かずっとなんか-0
T :うつ病っていうのは結局何?
S2 :精神的な病気｡
S3 :精神的な病気の様子｡
T :そう､精神的な病気でしょう｡病といったら病気の病でしょう｡そうね､苦いとこ
うか(黒板に書こうとする‡
S4:先生､うつ病の漢字はちょっと-｡
T :ああ(笑い)私も難しい｡あとはないかな?
[例5]は､ ｢～病｣という音に注目してそこからうつ病が病気の名前であることを連
想することを伝えているOこのように一度に単語全体が分からなくても､一部の分かる
単語(普)を手がかりに単語全体の意味を推測する方法であるOこれにより､うつ病が
どのような病気かまではわからなくても､少なくとも病気にかかっていることは分かる｡
[例6]漢字を考えさせる
T :出産前に仕事してたのね｡うん､仕事してた｡とても忙しかった｡仕事やめた｡
Sl:がいレ-けい?
T ･.もう一回､もう一回､これね仕事のことね?
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S巨がいしけい｡
T :外資系｡ガイは?
S2 :生国A｡
T :(外を黒板に書く)と提ヱ
S3 :資本の資
T :おお(資を黒板に書きながら)ケイは?
S4 : {系を空書きしてみせる)
T :系ね(黒板に書く)の会社｡これはミカさんが働いていた会社ね｡外資系の会社｡
この例6]のように聞き取った音の漢字を考えさせる問いかけは非常に多く行われ
ていた｡ニュースには漢字熟語が多く出ており､聞き取りの困難点にもそれがあげられ
るo胸6〕のような訓練を繰り返し続けていくことで､学習者は､聞き取った音を文脈
も考えながら自分で瞬時に漢字に変換する習慣が養われる｡実際にある学習者は｢ニュ
ースを見るとき､自分で漢字に変える力が向上した｣ト一生懸命漢字を考えることで印
象に残りやすい｣とコメント4している｡授業観察時には､非漢字圏の学習者が鋭い勘
を働かせ､漢字を言い当てることもあった｡漢字が音声としてインプットされる場合､
一概に漢字圏の学習者に有利であり､非漢字圏の学習者には負担が大きく不利であると
はいえないことを知った｡
[例7]わからない語句をすぐに教えないで推測させる
T :その前｡ 2年間?研修､研修を｡なんて言葉使った?
Sl:うつむける｡
T :うつむけるoああ､そういうふうに聞いた?ちょっと意味が分からないよね｡ちょ
,つと他の言葉かもしれない.誰か聞いてない?もう一回?意味分かってる?_
S2 :義務づける
T :義務付けるといいました｡調べなくてもいい､考えよう｡義務としてという意味で
しょうo義務の言葉はみなさん知っている?漢字があるよね? (黒板に漢字を書く)
義務というのは何でしたっけ?
S2 :しなければならない｡
指導案には毎臥部分視聴の際に｢わからない語句をすぐに教えないで､推測させる
という｣とあるが､例7日よその例である｡学習者が正しくは｢義務づける｣というと
ころを｢うつむける｣と聞き誤ったか､推測し間違えている｡このように学習者の推測
が正しくない時ももちろんあるが､その際の教師の応対をみると､すぐに否定したり､
回答を与えたりするのではなく､ ｢うつむけるだと意味がわからなくなってしまう｣ ｢他
の言葉かもしれない｣とコメントするに留まり､すぐに答えを教えることはない｡この
4これは筆者が個別に行ったインタビューの際に得られたコメントである.
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ような例は授業中､随所に観察された｡この他にも､学習者が間違えた場合､教師から
一方的に訂正はせず､学習者自身に自分で確認しなおすことや他の学習者に意見を求め
たりすることにより正しい方へと導いてゆく｡
以上､推測力の育成のために教師が行っていた問いかけの例をあげて､それぞれがど
のような働きを持った問いかけになっているのかをまとめた｡次にこれらの例から本稿
の2つめの目的である学習者の推測力を育成させる発話とは何か考察を行いたい｡
5.考察
前項で実際に観察された教師の問いかけの実例をあげたが､ここではそこから筆者が
考えた教師の問いかけ､ならびに教師の問いかけに見られた特徴について考察を行う｡
聴解授業における学習者の推測力を促す問いかけとは一体何か｡学習者の推測を促す
問いかけとは､学習者に｢推測しなさい｣ ｢がんばって推測してみなさい｣ ｢推測すると
どうなりますか｣と漠然とした指示に終わることではないのは確かである｡推測の方法
が分からない学習者に対して､推測しろというのは酷であり､無謀である｡筆者は吉岡
教授が行っている問いかけから､推測を促す問いかけとは､学習者に推測するための手
がかりに気づかせること､推測の仕方を教える(伝授する)ことではないかと考えた｡
学習者が自分で推測できるようになるためには､授業を通してその方法を知り､トレ-
ニングしていくことが必要であり､そのための支援をするのが教師の役割ではないだろ
うか｡そして､それが結局は学習者の推測力の育成につながるのではないか｡
中上級の聴解教材5には｢わからない言葉を推測して聞く練習｣ ｢推測する力を伸ば
す｣ ｢類推や推測によって補って聞く姿勢を養う｣ ｢文脈の中で推測させてください｣な
どと書かれてあり､その大切さと指導の必要性を述べたものは多い｡しかしながら､肝
心のその方法については書かれていない場合が多い｡だが､実はそれこそが実際の現場
で教えている教師が知りたいことの1つではないだろうか｡
次に､授業中に観察された教師の問いかけの特徴についてであるが､前項の各例から
もわかるように聴解6における語桑･表現の説明は教師の一方的な説明ではなく､学習
者とのやりとりの中でなされていることがわかる｡そのやりとりは学習者対教師という
2者間ではなく､より多くの学習者を巻き込んだものになっている｡そして､学習者と
のやりとりを活発にするため､教師は時には冗談やユニークな発言で笑いを誘い､場を
和ませていく｡そうした雰囲気作りが学習者の能動的な発言を誘発させるのに大切な働
きをしていると感じた｡そして､これらは学習者の発言に合わせて臨機応変になされる
様子がみられた｡教師(吉岡教授以外の教師を指す)は授業の準備段階で新出語桑や説
明が必要な事項について調べ､学習者に何と質問するかも準備しておくだろう｡しかし､
実際の授業ではただ調べた内容を説明したのではうまくいかない｡そこには学習者の表
情や理解の度合いを観察しながら､説明の量を調節したり､その場での学習者の発言を
活かして理解に結び付けていくような問いかけをしたりと､臨機応変に対応していく力
5　ここで調べた教材は参考文献･教材の欄を参照のこと｡
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が求められる｡
以上､学習者の推測を促す教師の問いかけとは､推測の仕方を教えることであり､そ
れは学習者とのやりとりの中で進められていくこと､そしてそこには臨機応変に対応で
きる力も大切な要素であることがわかった｡今回観察された問いかけの例は観察回数が
3回と少なかったため､ごく一部に過ぎないOさらに回数を重ねて観察することにより､
より多くの推測力を育成する問いかけの方法を学ぶことができたであろう｡また､教師
の問いかけを受けて学習者が推測しているかどうかは内的なことであり､外からの観察
が難しい部分もある｡そのため今回は音声として現れたもののみを分析の対象としたが､
これと合わせてフォローアップ･インタビュー､再生刺激法などの手法を用いればより
深い点まで考察できたのではないかと思われる｡
6.最後に
この実践(13)を嘩して､経験豊かな教師の授業から学びとっていく機会を得ること
ができた｡この実践(13)のように担当教授の授業観察ができる実践形式の場合の大き
な利点は､教師と学習者をじっくり観察する時間が与えられることであると筆者は考え
る｡教師と学習者を客観的に観察することで､これまでの己の実践経験を省みたり､今
後の実践活動について考えたりすることができる｡この実践(13)を通して知り得たこ
とを今後の実践活動に活かしていきたいと考える｡
【参考教材暮文献】
｢インタビューで学ぶ日本語｣ (1991)凡人社
｢聞きとり教材中級用　ニュースで学ぶ日本語パートⅡ｣ (1998)凡人社
｢講義講演を聴く｣ (1994)くろしお出版
｢講義を聞く技術｣ (1988)凡人社
｢上級の力をつける聴解ストラテジー｣ (2003)凡人社
｢聴解が弱いあなた-｣ (2002)凡人社
｢毎日の聞き取り50日｣ (1995)凡人社
イ毎日の聞き取りplus40｣ (2003)凡人社
｢予測して読む聴読解｣ (2001)アルク
｢読む聞くニュースの日本語｣ (1995)アルク
遠藤裕子(1988) ｢大学生のための聴解-ニュース番組の特集を利用して-｣ 『日本語教育』
64, 109-121.
金庭久美子(2002) ｢ニュース語菜の指導に関する一考察｣ 『横浜国立大学留学生センター
紀要』 3-17.
藤家智子(1998) ｢映像素材を用いた聴解･会話の授業について｣ 『大阪外国語大学』第21
号　41-57.
(コザキ　シズカ･修士課程2年)
180-
